カンボジア王国の首都近郊における看護の構成要素の検討 by 望月 経子
氏　　　　 名：　望月　経子
学 位 の 種 類：　博士（看護学）
学位授与年月日：　平成29 年９月29 日
学 位 記 番 号：　第19 号
学位授与の要件：　学位規則第４条第１項該当
論　 文　題　 目：　カンボジア王国の首都近郊における看護の構成要素の検討
A study on components of nursing in the suburban area of ｃａｐ此ａ］_in Cmbodia
指 導 教 員 ：　教授 北 山　 秋 雄
副 指 導 教 員 ：　教授 渡辺　 みどり



















10 月20 日）」，研究Ｈは「承認番号2015-16(2015 年10 月１日）」で承認を得た．
【研究Ｉ】
[目的]看護管理者を対象に 現在力国で｢ 看護師によりおこなわれている看護｣ につきインタ
ビュー調査をおこない考察した.
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て、首都近郊の複数の医療機関の医師100 名、看護師200 名、入院患者51 名を対象とす
る調査を行い、統計学的な解析を行った。研究Ｈの結果より、療養生活を整える援助、治
療の管理、医療的処置、看護師の姿勢・態度、看護管理等から成る「カンボジアの首都近
郊の看護の構成要素」が明らかとなった。これらの内容は、カンボジア王国「看護規則」
の内容に準ずるものであった。
これらの知見に基づき、看護師が行う看護の検討、看護教育制度等に関するカンボジア
の看護の発展に向けた具体的な内容を提言している。
２）蜜査結果
第一回蜜査（7 月28 日）では、研究目的の焦点が不明確であること、研究の意義・独
創壯の論述が冗長なので内容を精査すること、「ケア」の定義内容を再検討すること、研
究Ｉと研究Ｈのそれぞれの目的と研究全体における２つの研究の関係が明確でないこと、
調査結果の論述の中に考察にあたる内容が混在しているので整理が必要なことが指摘され
た。加えて、研究Ｉについて、カテゴリーやタイトルの一部の表現に修正が必要なこと、
看護師が行っていることと研究Ｈの統計学的分析の解析手続きを詳細に書くこと、調査対
象者が対象集団を代表しているとい う根拠を述べる必要かおること、研究ＩとＨそれぞれ
の「まとめ」は考察に統一すること、その他の表記の修正および誤字・脱字の修正が指摘
された。
第二回蜜査（8 月23 日）では、第一回蜜査の指摘に対する修正が適切になされている
かどうかを協議した。その結果、２つの調査を経て得られた「カンボジアの看護の構成要
素」の図を明確にすること、研究疑問の構成を精査すること、「ケア」の定義内容を一部
修正すること、誤字の修正が指摘された。
第三回蜜査（9 月１日）では、研究Ｈの結果から「カンボジアの首都近郊の看護の構成
要素」を導いたプロセスを詳しく説明すること、「カンボジアの看護の構造」図における
カンボジアの看護に関係する文化、歴史等の表記を修正すること、看護規則との対応表を
修正すること、統計表の有意確率の表記の修正、誤字の修正が指摘された。
これらの指摘について適切に修正されたことが確認された。
本研究は、研究者が看護学専門家としてカンボジア王国の看護政策強化の支援に関わり、
「看護規則」を策定した経験が着想の起点になっている。看護実践が行われている臨床現
場に即したデータをもとに、「看護師は誰に対して、どのようなことを行うのか」を明ら
かにしたいという構想が本研究の基盤であり、カンボジア王国を調査対象とする動機と研
究の必要性は明確である。保健医療指標からみたカンボジア王国は、主な ＡＳＥＡＮ 諸国
４
のそれと比べて低いグループにあり、看護の質向上は喫緊の課題である。看護師の役割が
混沌としている状況において、看護師、医師、患者の３者を対象として得られたデータを
分析している本研究は、国際看護の観点から大変貴重である。また、本研究の知見は、看
護師業務の検討に取り組み始める国々地域において有用な資料になるものと思われる。
以上より、蜜査委員会は、博士（看護学）の学位を授与するに値するものと認め、最終試
験に合格と判定する。
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